




















  8 月 4 日から 8 日まで広州と北京を自動車流通調査で訪問した｡猛暑の中,いつものごとく
地を這うような取材を繰り返した｡ 
  だがこれまでの取材時とはまったく新しい状況が生まれていた。誰もが｢激しい値引競争




  だが,今回の値引戦争は,供給過剰のみが原因ではない｡2001 年 12 月に中国は WTO に加
盟したが,その際の公約(コミットメント)を果たすために,輸入車関税の引下げを進めている｡
加盟前に 80％であった小型乗用車に対する関税は,2004 年に約 35％まで下がり,2005 年に










来的展望となるとネガティブな意見を述べる人はまだ現われない｡2003 年の 440 万台とい
う年間販売台数が 2010年には 800万とか,1,000万台まで拡大するという考えはなおも圧倒
的多数である｡ 


















１台の所有比率まで行くと仮定すると，保有台数は 6 億 5,000 万台となる｡現在,保有台数約
3,000 万台で既に深刻化している環境悪化が保有台数 6 億 5,000 万台で,どの程度まで進む
かまったく予想できない｡ただ言えることは,現在の環境技術を前提とすると,おそらく保有
台数 1 億台程度で市場拡大は足止めになってしまうとのではなかろうか｡根本的な省エネ･
環境技術の改善がなされないかぎり,中国自動車市場にとって｢原油の壁｣と｢環境の壁｣は大
きいように思われる｡ 
(塩地 洋) 
